
介護保険で要支援となった原因疾患 
第１位 関節疾患、第２位 衰弱、第３位 骨折・転倒 

認知症 

脳血管障害 

衰弱 

骨折・転倒 関節疾患 

心疾患 

パーキンソン病 
糖尿病 

がん 

呼吸器疾患 その他 

不明 

平成28年国民生活基礎調査 



転倒による骨折は要支援の原因になります 

脊椎骨折 

橈骨遠位端骨折 

大腿骨近位部骨折 

転んだだけでおこる骨折を脆弱性骨折と呼び、 
骨粗鬆症と密接な関係があります 

ぜいじゃくせいこっせつ 

代表的な脆弱性骨折 







大腿骨近位部骨折は入院や手術が必要な骨折です 

大腿骨近位部骨折全国調査 1998年～2017年 

日本整形外科学会 骨粗鬆症委員会調査結果 

特に85歳以上
の女性で増えて

います 



大腿骨近位部骨折はけっこう厄介な骨折です 

公益財団法人 骨粗鬆症財団 配布リーフレット 



今後自分が骨折する確率を調べることができます 

自分のスマホやPCで 
“WHO frax”と検索 

FRAX-The・・をクリック WHO frax 

計算ツールで
日本を選択す
ると日の丸に
なります 



40～90歳 
が対象です 
 
骨密度は 
空欄でも 
大丈夫です 

今後10年間に主要な骨折が起こる確率 
この値が15％以上で骨密度の減少が 
ある場合は治療が必要です 

今後10年間に大腿骨近位部骨折が 
起こる確率 

“計算する” 
を押すと結果
が表示される 


